「実はオレたち、ここの劇場主に1万ドルの借金があってな。それを返さない限り、他の街
に行けないの。あーあ、早く別の街で演奏したいなあ……」
ということは、ぽくらもスリークへ行けないってこと?どうしよう?141
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さて、これからどうしようか……、なんて考えていた矢先、ポーラがぼくに告げた。
「ネス、わたしの直感が東の墓地に何かがあるって告げているの」
なるほど、女の子の直感ってやつか……。言うとおりにしたいのはヤマヤマだが、東の墓
地は特にゾンビが多いことで有名だ。どうしたもんだろ?
●東の墓地に向かう……158〓●1度ホテルにもどる…………213〓
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「よし、こっちへ行ってみよう!」ぼくはジェフを促して、南の方の通路へ進む。
●-にチェックがあれば……375へ●なければ…431
431ヘ
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ぼくたちはとうとうゲップーのいる部屋をみつけだした。勇気を出して、部屋に入ってみ

